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(54)【発明の名称】 内視鏡用チューブの接続構造

(57)【要約】
【課題】可撓性チューブに引っ張り力が作用しても可撓
性チューブと被接続部材との接続状態が外れない内視鏡
用チューブの接続構造を提供すること。
【解決手段】可撓性チューブ１０が接続される被接続部
材２０には可撓性チューブ１０の端部の内周面に密接す
る筒状部２３を形成すると共に、被接続部材２０に螺合
して可撓性チューブ１０を被接続部材２０に押圧固定す
るための筒状押圧部材３０に、可撓性チューブ１０の端
部の外周面に食い込む雌ネジ３５を形成した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】可撓性チューブが接続される被接続部材に
は上記可撓性チューブの端部の内周面に密接する筒状部
を形成すると共に、上記被接続部材に螺合して上記可撓
性チューブを上記被接続部材に押圧固定するための筒状
押圧部材に、上記可撓性チューブの端部の外周面に食い
込む雌ネジを形成したことを特徴とする内視鏡用チュー
ブの接続構造。
【請求項２】上記可撓性チューブの外周面に食い込むよ
うに上記筒状押圧部材に形成された雌ネジが、上記被接
続部材と螺合するネジ部を延長して形成されている請求
項１記載の内視鏡用チューブの接続構造。
【請求項３】上記可撓性チューブの端部が漏斗状に広が
った形状に形成されると共に、上記被接続部材には上記
可撓性チューブの端部の内面が当接するテーパ面が形成
され、上記可撓性チューブの漏斗状部分が上記筒状押圧
部材により上記被接続部材のテーパ面に押圧固定される
請求項１記載の内視鏡用チューブの接続構造。
【請求項４】上記被接続部材のテーパ面に放射状に突起
が形成されている請求項３記載の内視鏡用チューブの接
続構造。
【請求項５】上記可撓性チューブの外周面に食い込むよ
うに上記筒状押圧部材に形成された雌ネジが、上記被接
続部材と螺合するネジ部と同方向のネジである請求項
１、２、３又は４記載の内視鏡用チューブの接続構造。
【請求項６】上記可撓性チューブの外周面に食い込むよ
うに上記筒状押圧部材に形成された雌ネジが、上記被接
続部材と螺合するネジ部と同ピッチのネジである請求項
５記載の内視鏡用チューブの接続構造。
【請求項７】上記可撓性チューブの外周面に食い込むよ
うに上記筒状押圧部材に形成された雌ネジが、上記被接
続部材と螺合するネジ部よりピッチの大きなネジである
請求項５記載の内視鏡用チューブの接続構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、内視鏡及び内視
鏡用処置具等に用いられる内視鏡用チューブの接続構造
に関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡や内視鏡用処置具等に用いられる
内視鏡用チューブの接続構造としては、凹凸が外周面に
形成された被接続部材を可撓性チューブの端部内に圧入
する構造が一般的であるが、十分な接続強度が得られな
い場合が少なくない。
【０００３】被接続部材の外周面に雄ネジを形成し、そ
れをダイスのように可撓性チューブ内にねじ込んで被接
続部材と可撓性チューブとを接続したものもあるが、使
用中にネジが緩んで可撓性チューブから被接続部材が脱
落する恐れがある。
【０００４】そこで従来は、可撓性チューブの端部を漏
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斗状に広がった形状に形成して、可撓性チューブが接続
される被接続部材には可撓性チューブの端部の内面が当
接するテーパ面を形成し、被接続部材に螺合する押圧筒
により可撓性チューブの端部を背後から被接続部材のテ
ーパ面に押圧固定していた。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかし、上述のような
従来の内視鏡用チューブの接続構造の場合は、可撓性チ
ューブが引っ張られる等して可撓性チューブに伸び方向
の力が作用すると、可撓性チューブは、テーパ面に押圧
されている部分の厚さが薄くなって押圧筒とテーパ面の
間から抜け出してしまう場合がある。
【０００６】そこで本発明は、可撓性チューブに引っ張
り力が作用しても可撓性チューブと被接続部材との接続
状態が外れない内視鏡用チューブの接続構造を提供する
ことを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡用チューブの接続構造は、可撓性チ
ューブが接続される被接続部材には可撓性チューブの端
部の内周面に密接する筒状部を形成すると共に、被接続
部材に螺合して可撓性チューブを被接続部材に押圧固定
するための筒状押圧部材に、可撓性チューブの端部の外
周面に食い込む雌ネジを形成したものである。
【０００８】なお、可撓性チューブの外周面に食い込む
ように筒状押圧部材に形成された雌ネジが、被接続部材
と螺合するネジ部を延長して形成されていてもよい。
【０００９】また、可撓性チューブの端部が漏斗状に広
がった形状に形成されると共に、被接続部材には可撓性
チューブの端部の内面が当接するテーパ面が形成され、
可撓性チューブの漏斗状部分が筒状押圧部材により被接
続部材のテーパ面に押圧固定されていてもよく、その場
合に、被接続部材のテーパ面に放射状に突起が形成され
ていてもよい。
【００１０】そして、可撓性チューブの外周面に食い込
むように筒状押圧部材に形成された雌ネジが、被接続部
材と螺合するネジ部と同方向のネジであるとよく、さら
に雌ネジが、被接続部材と螺合するネジ部と同ピッチ又
は大きなピッチのネジであってもよい。
【００１１】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図１は、本発明の第１の実施例の内視鏡用チ
ューブの接続構造を示している。
【００１２】図中１０は、例えば四フッ化エチレン樹
脂、ポリエチレン樹脂又はポリイミド樹脂等の合成樹脂
材を材料とする可撓性チューブであり、内視鏡内で流体
を通したり処置具を挿通するのに用いられ、或いは内視
鏡用処置具のシース等として用いられている。
【００１３】２０は、可撓性チューブ１０の端部に接続
される口金パイプ或いは機構部品等のような被接続部材
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であり、例えばステンレス鋼等の金属又は硬質プラスチ
ック等のような硬質の材料によって形成されている。
【００１４】被接続部材２０の端部には、可撓性チュー
ブ１０の端部内に圧入される短円筒状の筒状部２３が突
設されていて、可撓性チューブ１０の内周面が筒状部２
３の外周面に密接する状態に接続されている。
【００１５】筒状部２３に隣接して、それより太い径で
被接続部材２０の外周に形成された雄ネジ部２４には、
可撓性チューブ１０と被接続部材２０とを連結固定する
ためのキャップ状に形成された筒状押圧部材３０の雌ネ
ジ部３４が螺合している。
【００１６】その雌ネジ部３４は、被接続部材２０の雄
ネジ部２４との螺合部から筒状部２３の周囲に位置する
部分まで延長形成されており、筒状押圧部材３０のその
雌ネジ部分（チューブ食込雌ネジ部３５）が、可撓性チ
ューブ１０の端部を筒状部２３の外周面に押圧して固定
している。
【００１７】そして、筒状押圧部材３０のチューブ食込
雌ネジ部３５に形成されている雌ネジが可撓性チューブ
１０の外周面に食い込んで、可撓性チューブ１０を筒状
部２３の表面にさらに強く押し付けている。
【００１８】そのようにして、可撓性チューブ１０の端
部が被接続部材２０の筒状部２３に接続固定され、被接
続部材２０の軸線位置に形成された通路孔２５と可撓性
チューブ１０とが真っ直ぐに連通する。
【００１９】このように構成された内視鏡用チューブの
接続構造は、組み立て時の接続作業が非常に簡単であり
ながら、筒状押圧部材３０のチューブ食込雌ネジ部３５
が可撓性チューブ１０の端部の外周面に食い込んでいる
ので接続状態が安定しており、可撓性チューブ１０と被
接続部材２０との間に引っ張り力や回転力が作用して
も、接続が外れたり緩んだりし難い。
【００２０】図２は、本発明の第２の実施例の内視鏡用
チューブの接続構造を示しており、可撓性チューブ１０
の端部１１を例えば４５°の角度の漏斗状のテーパ状に
形成し、それに対応して、被接続部材２０の筒状部２３
と雄ネジ部２４との間の部分に、可撓性チューブ１０の
端部１１が当接するテーパ状の当接面２１を形成したも
のである。
【００２１】そして筒状押圧部材３０には、軸線に対し
て略４５°をなすテーパ面状の押圧面３２が、可撓性チ
ューブ１０の端部１１を被接続部材２０の当接面２１に*
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*押圧するように形成され、その押圧面３２の内縁に隣接
して、第１の実施例と同様のチューブ食込雌ネジ部３５
が、雌ネジ部３４とは別の雌ネジにより形成されてい
る。
【００２２】このように構成することにより、可撓性チ
ューブ１０と被接続部材２０との接続状態がより強固に
なって安定する。また、図３に部分的に略示されるよう
に、第２の実施例の当接面２１部分に放射状の突起２２
等を形成すれば、可撓性チューブ１０と被接続部材２０
との接続状態が回転に対してより強固になる。
【００２３】このような第２の実施例の場合、チューブ
食込雌ネジ部３５を被接続部材２０と螺合する雌ネジ部
３４と同方向のネジにすれば、組み立てが容易である。
そして、チューブ食込雌ネジ部３５のピッチが雌ネジ部
３４のピッチと同じであれば接続固定が円滑に行われ、
チューブ食込雌ネジ部３５のピッチを雌ネジ部３４のピ
ッチより大きくすれば、接続時に可撓性チューブ１０が
固定部に深く引き込まれる。
【００２４】
【発明の効果】本発明によれば、可撓性チューブを筒状
固定部材で被接続部材に押圧すると、筒状固定部材に形
成された雌ネジが可撓性チューブの外周面に食い込んだ
状態で可撓性チューブと被接続部材とが接続固定される
ので、可撓性チューブに引っ張り力が作用しても可撓性
チューブが被接続部材から外れず安定した連結状態が保
証される。そして、分解修理等の際には、筒状固定部材
による押圧を解除すれば、可撓性チューブと被接続部材
との連結を容易に解除することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡用チューブの接
続構造の側面断面図である。
【図２】本発明の第２の実施例の内視鏡用チューブの接
続構造の側面断面図である。
【図３】本発明の第２の実施例の被接続部材の変形例の
部分側面図である。
【符号の説明】
１０  可撓性チューブ
２０  被接続部材
２３  筒状部
３０  筒状押圧部材
３５  チューブ食込雌ネジ部（雌ネジ）
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